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第 1章 緒 論

結核化学療法剤としての PAS一glucoside-na-

trium(PAS-G)の性能に関して,著者は第 1編

において試験管内実験の成績を,又,第 2編に

おいて PAS-G単独静脈内投与による血｢捕り帝

力の消長並びに血 中 PAS濃度の推移について

の成績を 報告した｡ それによると PAS-G は

PAS-Naと分子量比においてほぼ同程度の制菌

作用を有する上に,その血中制菌力の持続時間

は PAS-Naに比べて長 く, 血中 PAS濃度は

PAS-Na投与時よりも高 く,且つ,長時間持続

することが明らかとなった｡

さて,本編においては著者はまず実験的結核

症における PAS-G の抗結核性を検討 した｡

即ち,最も簡便な Screeningtestとして著者

の研究室で行なわれている結核マウスの生存率

曲線及び平均生存日数を指標とする治療実験1'

を行ない,続いて結核病巣を生体において経過

を迫って連続的に観察 し得る実験的前眼部結核

症2～5)を対象とする実験を行なって,PAS-Gの

効果を検討 した｡

従来,抗結核剤の治療効果を動物実験的に探

求する方法の一つとして,著者の研究室では海

ち冥の実験的前眼部結核症を対象とする方 法2～5)

を多 く用いているが, 家兎の前眼部結核 症 を

対象とした治療実験には Gardner,Rees及び

Robson等 6),7)及び Bietti等 8)のものがあり,著

者の研究室でも久柑 9)の実験がある｡ 著者の実

験では PAS-Gを連 日静脈内に投与する必要が

あり,海頚冥ではそれが困難であるため家兎を使

沢 晃

用 し,その前眼郡結核症を対象として生態のま

まで病変を観察 した｡即ち,健常家兎の前眼郡

に人型結核菌黒野株 及 び 年型結核菌 Ravenel

株を接種せる家兎前眼部結核症を対象 として

PAS-G の治療効果を検討 した｡

ついで著者は PAS-Gの点滴静注を臨床的に
毎日行なって主として副作用に関する検討を加

えた｡

PASについては従来内服に よ り胃腸障碍を

きたす症例が多 く,い かにして副作用を無 くし

得るか,又は,いかにして副作用の発現を少な

くすることによって大量の PASを投与 し得る

かという課題が現在尚未解決の状態である｡

現今,1日10gの PAS-Ca内服量は出来れば

更に増二量して治療の強化をはかりたいのである

が, なかなか困難であるため, 止むな く1日

10g程度の投与量に抑えられているの で あ っ

て,もし副作用なく比較的大量の PASが投与

可能となれば,肺結核治療の臨床に一つの有力

な補強手段を与えるものと考えられる｡

第2章 実験的結核症におけるPAS-G
の治療効果

第 1節 実験材料及び実験方法

Ⅰ.実 験 材 料

実験 1 結核マウスの生存口数を対象とせるPAS-

G の治療効果の検討

A) 実 験 動 物

生後 4週間体重15g前後の均一系 dd系雌牲マウス

を予め室氾20oC前後にて約 3-4週間飼育 し,休重
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が20g前後になるのを持って実験に供した｡飼料は田

型飼料を使用した｡

B) 接種結核菌株

当研究室において継代培養して保存している有毒性

人型結核菌黒野株を3-4週間グリセリンブイヨン増

地に培養し,その歯膜を釣取使用した｡

実験2 人型結核菌黒野棟を接種した家兎の実験的

前眼部結核症を対象とせるPAS--Gの治療効果の検討

A) 実 験 動 物

体重約 3kg前後の健康な白色赤眼の家兎を選び,

一定期間実験条件で飼育した後実験に供 した｡

B) 接種結核菌株

前述せる実験 1に同じ｡

実験3 牛型結核菌 Ravenel株を接種した家兎の
実験的前眼部結核症を対象とせる PASG の治療効

果の検討

A) 実 験 動 物

実験2に同じ｡

B) 接種結核菌株

当研究室において継代培養して保存している有毒性

牛型結核菌 Ravenel株を 1%小川培地に培養し‥椎
継後3週目の発育良好な菌集落を釣取使用した｡

ⅠⅠ.実 験 方 法

実験 1 結核マウスの隼存口数を対象とせるPAS-

G の治療効果の検討

A) 昔接種方法

前述せる有毒性人型泉封亥菌黒野棟の菌膜を白金耳で

釣取し,滅菌折紙で水分を除去した後秤量して,めの

うの乳鉢で磨砕し,約倍量の乾燥人血柴を加え,再び

よく磨砕した後,これに適当量の滅菌牲理的食塩水を

加えて, 1ccl恒こ約 5mgの菌量が浮遊するように調

製した｡この0.1cc即ち菌量0.5mgを実験用マー1′ス

の尾 静脈内にツベルクリン用注射器で接種した｡

B) 薬剤投与方法

薬剤投与は上記尼r別府呆目安種の翌｢1より開始し,す

べて実験開始置前の平均体重に比例した量を授与し,

マウス1匹当りの投与液量が0.2ccとなるようにし,

PAS-G は 400ry/g,PASNaは分子･量の割合で 200

γ/gを,治療丁削 1いずれか1群の半数が死亡する迄毎

｢汗己静脈より静注した｡
C) 治療効果の判定

治療効果の判定は年存率曲線と平均年存｢1数との総

合判定により行ない,治療終了後は無処lr'Ll;Iのまま放 Pl-1-_

して,全実験マウスが死亡する迄観察を行なった｡
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実験2 人型結核菌黒野株を接種した家兎の実験的

前眼部結核症を対象とせるPASGの治療効果の検討

A) 感 作 接 種

前述せる人型結核菌黒野株の菌塊を釣取し,これを

滅菌硝子玉入小川氏肉厚丸底コルベンに移し,約 1分

間菌塊を振畳磨砕し, 滅菌生理的食塩水を加えて 1.0

mg/ccとなる如 く調整した生理的食塩水菌浮遊液の

0･5cc即ち菌量にして凡そ0.5mgを実験家兎の大腿

外側皮下に感作接種し,3過後 Rdmer反応陽転を確

めた後に次に述べる要領で家兎前眼房内に結核菌接種

を行なった｡

B) 前眼房内結核菌接種

前述の如 く処吊した実験家兎の右 眼前 房 内 に 0.1

mg/cc になる如 く調整した生理的食塩水薗浮遊液の

0･1cc即ち菌量にして凡そ 0.01mgを接種し, 左眼

前房内には1.0mg/ccになる如 く調整した生理的食塩

水菌浮遊液の 0.1cc即ち菌量にして凡そ 0.1mgを接

種 した｡

前眼房内結核菌接種に際しては,筒型の固定器に家

兎を固定 し, 開披器を用い最大限に開披 して0.3%

｢テ～カイン｣液を数回点眼して局所麻酔を行なった

級,眼球固定用錆子で眼球を固定し,予め′菌浮遊液を

吸引した ｢ツベルクリン｣用注射器 (Montoux針着

用)にてなるべ く角膜輪部に近い部位で,眼軸に直角

の方向に角膜を穿刺し,菌浮遊液を可及的全量(0.1cc)

を注入した｡注入後は直ちに注射針を抜き湿綿にて穿

刺部位をT怪く圧してTEI･T'7:き苗液の漏出を防いだo

C) 薬剤投与方法

PASG は600mg/kg,PAS-Naは分子量の割合

で300mg/kgを毎口家兎耳静脈より8週間静注した｡

尚, PASG は10%溶液 20cc入りアンプルを,

PASNaは ｢パスナ-ル｣ を滅菌蒸潜水に溶解 し10

%水溶液として使用した｡

D) 観 察 方 法

前眼F},T--[和二結核菌を接種された家兎の眼は一時急件

の反応作炎症を起し,その後数日にして反応牲炎症が

消磁し始めると共に徐々に前眼部結核性病 変 が始 ま

り,次弟に悪化するのであるが,著者は化学療法を行

ないながら,その経過を内藤式手持乃膜細隙灯を用い

て毎週 1回可及的詳細に観察した｡

病変の程度判定には,1946年,Steenken,Wolin-

sky及び HeiselO),又1950年 Bietti8)が用いた前眼

郡結核件病変指数に当研究室の河崎 11)及び神頭5)が考

案,修正を加えた指数を用いた(表 1)｡

即 ち,前眼UJT内結核菌接種'約 1週後,病変指数が約
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表 1 前眼 部 結核性 病 変指数(神頭)
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3度に達 した時に,各実験群の病変指数の平均値が略

等 しくなる如 く実験群を編成 し治療を開始 した｡

観察期間は8週で毎週 1回観察を行ない,その都度

各動物に対 して前眼部病変像のスケッチをなし,病変

指数を決定 して経過を記録し,全実験群内の動物の病

変指数値の算術平均値をその群のその時における病変

指数とした｡その他に動物の全身状態を窺う指標とし

て週 1回体重を測定した｡

E) 剖検及び臓器の結核菌定量培養

実験的治療終了後,各実験動物を 1週間無処置にて

放置し,然る後各群共屠殺剖検 して,肺,肝,牌及び

厳首都並びに鼠踵部淋巴腺を摘出して,その肉眼的結

核性病変を観察 した｡

次に眼球及び肝,牌の-組織片(約0.5g)を滅菌せる

乳鉢内で磨砕し,2%苛性ソーダ液を加え,充分混和

して作成せる臓器の10倍稀釈液の 0.1ccを1%小川培

地に各2本宛注ぎ, 37oCの卵卵器に納め8週後結核

菌の発育状態を肉眼的に観察 して成績を判定 した｡

実験3 牛型結核菌 Ravenel株を接種 した家兎の

実験的前眼部結核症を対象とせ る PAS-G の治療効

果の検討

A) 感 作 接 種

前述の牛型結核菌 Ravenel株の菌集落を釣取 し,

実験 2において述べた感作接種法と同様にして実験家

兎の感作を行なった｡

B) 前眼房内結核菌接種

前述の如 くに処置した実験家兎の右前眼房内に,実

験 2において述べた前眼房内菌接種法に従って,牛型

結核菌Ravenel株 0.01mg/ccとなる如 く調製 した滅

菌生理的食塩水菌浮遊液0.05cc(菌量凡そ0.0005mg)
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1 PAS--G並びに PASINa投与による生存率

/卜 /( El放PASG 4007/glFjrl,T,7i汁即扱 EiFl:= 小 目 " I-L-ーPASNa2OOr/glJjrl掛目汀 托 打 1■｣し
- -- 一一一対 照

L汀を接種した｡C) 薬剤投与方法実

験2に同じ｡D) 観 察 方 法

実験2と同様であ

るが,観察期間は6過とした｡E

) 剖検及び臓器の結核菌定量培養実験2に

同じ｡第 2

節 実 験 成 績実験 1 結核マウスの生存 日

数を対象とせ るPAS-G の治療効果既に

述べた実験条件に銅百 した体戎20g前後の実験マウス各10匹を

1群 として 3群 を 編 成し,第 1才削ま,PAS-G

400つ′/g,第 2群 はPASINa200γ/gを毎 日尾静

脈 より静注 し,第 3群は無処躍対

照群 とした｡実験群を表示すれば表 2の如

くである｡表2 実 験 郡 の 編 成実験群 申物

数 治療の種類及び投与量第 1洋 弓10 とpAS-G4

007/g毎口静脈注射弟2揮 1

0 PAS-Na200γ/g毎【｣静脈注射i第

3習 10 非治療対照瑠生存率曲線は図 1に示すように

,PAS-G400ry/g毎 日静注群及び

PASINa200ry/g毎 Ej静注増は,対照

群に比較 して明 らかな延命効果を示したが,分子量比に投与 した

PASIG郡 とPAS-Na毎 日静注群 と の間には治療効果oj上で特に -

91-有意の差を認めなかった｡表 3の平均生存 日数

か らみると PAS-G毎 日静注群は22.2日,

PAS-Na毎 日静注群は22.9日といずれ も対照群の13.9日と比較 して約 8

日間の差が認められ明らかな治療効果を示 した｡

蓑3 平 均 生

存 日数治 療 の 種 類 平均生

存日数(目)PAS-G 400γ/gPA

S-Na 200γノg対 照実験 2 人型結

核菌黒野株を接種 した家兎の実験的前眼部結核

症を対象とせ る PAS-Gの治療効果既述の実験条件に適

した家兎各 5匹を 1群 として 3群

を編成 した｡実験群を表示すれば表 4の通 り

である｡表4 実 験 群 の 編 成実験群 甲物数】 治療の種類

及び投与量/)'iAl群 5 PAS-G 60

0mg/kg毎日静脈注射掃2群 5 くPAS-Na300mg/kg毎｡静脈

注射第3群 5 t非治療対照群家兎の自舶

良房内に人型結核菌黒野株の生理的食塩水薗浮遊液

を接種 して,1週後よりPAS-G及び PA

S-Naの静脈内注射を開始 したが, その時に
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血,虹彩の紋理不整,充血腫脹,血管拡張など

の症状が認められた｡

これ らの病変は対照群においては経過 ととも

に徐 々に悪化の傾向を認めたが, PAS-G毎 日

静注群では PAS-Na 毎 日静注群 とともにいず

京大結研紀要 第14巻 第2号

れも前眼部結核性病変の増悪が同程度に抑制 さ

れ,軽度なが ら治療効果が認められた｡

各群の平均前眼部結核性病変指数値の経過は

表 5と図 2及び図 3に示 したが,本実験では家

兎の右眼と左眼にそれぞれ異 る菌量の黒野株を

図 2 家兎右前眼部病変指数の経過 (各群平均)人型薗黒野株接種菌量 0.01mg
_

≡_)"".04

03
(病変指数)2･0｢

lL i 2 3

PAS-G 600mg/kg毎 口評注群

PAS-Na300mg/kg毎 ｡静注群
対 照 群

L一 一ー ⊥▼__
4 5 6 7

J
8 (過)

図 3 家兎左前眼部病変指数の経過 (各群平均)人型菌黒野株接種菌量0.1mg
_

_

】
.
nU4

(病
変
指

数
)

3 4

lJASG 600mg/kg巾rl紺11J_f!f
FASNa300mg/kglrj･日印江郎

対 照 1.'f･

6 7 8 (過)

蓑 5 前眼部結核性病変指数の経過 (各群平均)

治 療 実 験 群

第 1 群
PAS-G600mg/kg
毎 日静注

治 療 期

前 Fl 1 F 2 f 3

間 (過)

4 ] 5 r 6

第 2 群
FAS-Na300mg/kg
毎日静注

第 3 群
対 照

右 0.01 F 3.0

左 0.1

二:三 二:i
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接種 して,右眼の経過と左眼の経過とを別個に

観察 したのであるが,成績は両眼とも同じ傾向

を示 していた｡

全身状態を窺う資料として観察 した体屯経過

は表 6及び図4に示 したが,各即ともその平均

体重は治績前と余り差はなく,各治療群相互の
闇における体重経過の差異も殆どなかったが,

対照群oj平均体重は美験前より漸減の経過を示

した｡

剖検時各臓器0)l和眼的結核性病変は衣7に示

した｡

対jlJ!iOj無処置群では肺,肝,碑 において結核

I

L
1

.,-

J

-

L

栂

4
･
5

4

3.5--

3.0ト

2･5｢
L _.I
前

図4 体重経過 (各群平均)
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PASG 600mg/kg存irl群Ft郎
PASNa306Img/kglliFl節牲耶
対 照 岬

I 一 J J 1 ｣ __､ l ーrL_
2 3 4 5 6 7 8 (過)

表 6 休止経過 (各揮平均 単位 kg)

叩iiiiii.
I.:

実 験 群

弟 1群 PAS-G
600mg/kg 毎日静注

'ij/iJ2相 PAS-Na
300mg/kg 毎｢描l注

第 3離 対 照

4

5

6

3

3

3

21

一ハT
3

4

6

3

3

3.3

3 4 5

3.3 3.4

3･4 E 3･3 3･3

3･5 i 3･4 i 3･3

3.4 5 3.3 1

7 8

3.3 3.3

3 .4 3.4 3.3

表 7 各臓器の肉眼的結核 性病変

実 験 増 瑠 ｣ 要語′ノ

第 1描 冒 l ≡二S

pAS-G 8 9.0

肺

…変病

±

±

±

_車量(g)
58.0

52.0

53.0

600mg/kg 9 9･5 49･5
10 8.0 52.5

第 2増

PAS-Na

300mg/kg

/i]'L-3郡

無処 障

1

2

3

4

5

一
1l

l2

13

14

15

9
･
｡

7
･
5

8
･
｡

9
･
:
･

l
･
5

9
･
｡

14
･
｡

1｡
･
｡

1-

十

±

1

±

±

≠

+

≠

鼎

耕

0

5

0

0

5

8

9

5

2

3

7

4

5

5

5

0
0

0

0

5

5
0

5

3

6

4
7

5

5

4

L

i.･J-i
∵痛

量

g)
+ 1.3

1.0

1.0
1.2

1.3

+ 1.4

一

±

+

+
+

廿

0.8

1.0

1.2

1.2

変柄

±

一

±

一

±
一

肝 牌

1･O ±1.0

+ ｢去:≡ 王 室1.3 1+注 :
- :肉眼的に病変のないもの± :結核件病変と思われるが明瞭でないもの

+:極度ながら病変の認められるもの｣寸:

かなり広範関に病変のあるもの≠ト:臓器のほとんど全都
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図5 家兎右前眼部病変指数の経過 (各群平均)
牛型薗 Ravenel株接種繭量 0.0005mg

T 二 = コ AA;二GNa慧 :;::; [:呂冨琵芸
6.tI｢ - -- -- 対 照 3[下

/
/-
/

r L___ーL r前 1 2 3 4

'5 6 (過)結節を伴 うか

なり高度の結核性病変を認めたが,治療群では極 く軽度の

病変を認めるのみであった｡然 し,PAS-G静

注群とPAS-Na静注群との問には有意の差はみられなかった｡ 京

大

結研紀要 第14巻 第 2号各臓器の定量

培養の成績は表 8に示す如 く,両治療群は対照

群に比較して定量培養の集落発生も少な く,殊

に牌では全 く集落の発生を認めなかったが,PAS-

G静注群と PAS-Na静注群相互間

には特に差がみられなかった｡実験3 牛型結核

菌 Ravenel株を接種 した家兎の実験的前眼部結核症を対象と

せる PAS-Gの治療効果実験条件に適

した家兎各 5匹を 1群として3群を編成 し,右前眼房

内に牛型結核菌 Ravenel株 0.0005mgを接

種後, 1週後より薬剤投与を開始 したが,そ

の時における各群の前眼部病変指数は凡そ3度

であったが,既に知られている如 く家兎は人型

結核菌に対するよりも,牛型結核菌に対 して感

受性が高いためか,角膜周擁充也,虹彩の紋理

不整,充血腫脹,血管拡張等の病変は実験 2に

おいて人型結核菌黒野株を家兎の前眼房内に接

種せる時よりも強 く,且つ,柄変の進行も速 く

,表 9及び図5に示 した如 く,対照群は治療開

始後 6週間で6度近 くの病変指表 8 各臓器内結核菌

定量培養成績眼右 球

肝注 :- :菌発育を認めず+:培地1
/4以内に菌発育を認めるもの≠ :培地1/4以上1
/2以内に菌発育を認めるもの柵 :培地1/2以上に菌発育を認めるもの
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表 9 前眼部結核性病変指数の経過 (各群平均)
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数を示した｡然 し,両

治療群では対,El/tJi群と比較 して明らかに病変の増悪

が抑制され, 上しつ,PAS-G 静注郡はPAS

-Na静注群よりもすぐれた治療効果を示 した

｡体重経過は表10及び図 6に示 した

が,各椙ともそ

の平均体屯は治療前と人差な く,各治療LT羊相互

の問における体重経過の差異も殆どなかった｡

剖検時各臓器の肉眼的結核性痛変は表11に示し

た｡その所見によると,治療沼は対jJ.刷､打こ比べ
て結核性痛変の程度は棒かったが,PAS-G投

与郡と PAS-Na 投与群の問には特に差が

認められなか った｡各臓器の定量培養の成績は表12に示 したが,

治療群は対jlj:i群に比較して,某落の発生が少

なかったが,PAS-G投与群

と PAS-Na投与群のF制こは有意の差がみ

られなかった｡第3章 PAS-G点滴

静注の臨床A) 研究対象京都入学結核研究所及びその

闇係施設に入院治療申 で PAS内川封こより胃障碍を認め

る33例を対象とした｡ B) 点滴静注施行方法PAS-G

の10%溶液 (100ccアンプル入 り

)200cc を,イル リガー トルを使用して

, 2時闘以上かけて肘静脈よりゆっくり点滴静注を行なっ

た｡期f制ま6カ月で毎Ll施行 した｡

C) 研究成績

PAS-G の点滴静注を施行 した33例についての成績は表13に示すようにア

レルギーを 1例に認めたが,これは PAS 内服の際にも時にみら

れる.r;.AlJ作用であって,
特に静脈内注射である

ためにその症 状
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表 11 各臓器の肉眼的結核性病変

京大結研紀要 第14巻 第2号

第 2群
PAS-Na

300mg/kg

第3群
対 照

動物番号4101314竺
5

9

1l

l6

18

重量(g)19.011.583.555.0

肺

45･0【≠
32.5
18.0

25.0

29.0

115.0

肝 牌 1 淋 巴 腺

病 変 ii(g)% 座 変 右版下EzE版下桓鼠践l左鼠践

±

±

±

±±

1.5

1.0

1.6

5.0

4.6

†什 1140.0

3 !20･O 冊

1日 三.5:.5 F LH

二 二二二二 一二

++±+
+

+

+

±

+

+

8

5

0

0

0

1

3

3

5

8

±

±

+

±

±

…
±

±

±

≠

+

+

±

+

±

≠

5

5

5

0

5

3

1

1

2

4

蓑 12 各臓器内結

核菌定量培養成績実 験 球 肝を認めたが,そのために注射を中止する必

要を感 じる程度のものではなかった｡胃腸障碍につい

ては全例にその発現を認めなかった ｡従 って

,著者はこの経験からPAS-G の点滴静注は,

臨床的に殆ど副作用なくPASとして相当
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表13 PAS-G点滴 静 注 施 行 例

性

8

8

8

8

9

8

8

8

8

8

8

8

9

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

8

8

8

8

8

8

9

9

CH･

点
1

PAS -G
溝 静

注

E]量(9C)

20

60

200

200

100

200

200

200

200

200

100

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

100

200

200

100

200

200

200

100

L

L

L

L

ト盛
点

し

L

L

L

L

L

L

L

L

L

良

し

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

し

な

な

な

な

熱

熱

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

熟

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

アレルギー
200

た PASINa単独毎H200γ/g静脈内投与群とほ

ぼ同程度の治療効果を示 した｡

更に,著者は家兎を使用しその実験的前根邦

結核症を対象として, PAS-G単独静脈内投与

の治療効果を検討 した｡

即ち,実験 2では人型結核菌黒野株を左前眼

房内に,0.1mg,右前眼房内に 0.01mg接種 して

右眼と左目良の病変の経過を別個にⅢ察 したが,
PAS-G里独lfjL-/jrJ派内投与の成績は分子量の割 合
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に投与 した PAS-Na とほぼ同程度の治療効果

を認めた｡この実験において,対照群の前服部

病変の進展が少ないように思えたため,著者は

実験 3において,家兎に対 してより強い毒力を

発揮すると考えられる牛型結核菌 Ravenel株

0.0005mgを右前眼房内に接種 した家兎前眼郡

結核症を対象として,PAS-G 単独静脈内投 与

の治療効果を再検討 した｡

前眼部病変の判定基準はいずれも神頑 5) の病

変指数を用いたが,Ravenel株を接種 した場合

の家兎前眼祁結核性病変は,人型結核菌黒野株

を接種 した場合の病変に比較 して進行が速やか

であり,実験 2に比べて接種薗遠は0.0005mgと

かなり少ない嵐を接種 したのであるが,3-4

週で対照群の病変指数は 5度に達 している｡そ

のため本実験では観察期間を 6週に したが,そ

の成績は, PAS-G600mg/kg毎 t用t独静脈内

投与群は, 分子量の割合に投 与した PAS-Na

300mg/kg毎日里独静脈内投与郡と同様に,対

.FT.(i増に比較 してかなり前服部病変の進行を抑制

して治療効果を示 し, Liつ ,PAS-G郡では分

:予嵐比に投 与した PASINa耕よりもす ぐれた

治療効果が観察された｡

ついで著者は,PASによる副作用防止のため

PAS-G の点滴静注を検討したのであるが, 著
者の研究室においては,PAS投与が日本に導入

された初期から PASの非経Ll投与が試みられ

ている｡即 ち,徳 鳥 12)は10%のPAS-Na波40cc

を10-15分かけて 1112- 3回静注するという

方法を捉唱 し,この方法は胃腸障碍を惹起せず

等遠の PAS内服の場合に比較 して,その治療

効果がすぐれていることを報告しているが,10

-15分かけて 1日2-3回行なう静注はかなり

の手間を要 し,PAS-Naは江射液のままでは,

m-Aminophenol(MAP)に変化するため非常に

木安定であり, 注射に際 しては PAS-Naの無

菌乾燥粉末を滅菌蒸滑水に溶か して使用 しなけ

ればならず,且つ, 1日2-3回注射を反覆す

るためか静幌が比較的速 く硬化,狭院化 して注
射の長期続行が国難となる症例が多かった｡

以上の如き諸点からPAS-Naの注射は臨J末の

実際に利用される場合が極めて少なくなってい
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るが,著者の行なった PAS-Gの点滴静注は 1

日1回であり,アンプル入 りの液体のままで長

期常温に保存 しても安定 しており,6カ月の問

毎日点滴静注を行なっても静脈の硬化や狭窄等

の血管障碍的な変化は認められず,全例におい

て胃障碍の発現は皆無であった｡

著者は PAS-G は点滴静注によって臨床的に

殆ど副作用なく投与 し得る薬剤であり,結核化

学療法の強化に有力な一方策を加え得るものと

考えるものである｡

第5章 結 論

マウスの実験的結核症を対象と して PAS-G

単独の治療効果を検討したところ, FAS-G単

独毎日静脈内投与は分子量比に投与 した PAS-

Na単独毎日静脈内投与と同程度の治療効果 を

認めた｡

又,家兎の実験的前眼部結核症を対象として

PAS-G単独の治療効果を検討 した結果,PASI

G600mg/kg毎日静脈内投与は分子量の割合に

投与 したPAS-Na300mg/kg毎日静脈内投与よ

りもすぐれた治療効果を示 した｡

次に,PAS-Gの点滴静注を33例の肺結核患者

に6カ月間毎日行なったところ, 従来の PAS-

Na注射法に比較 して手間がかからず, アンプ

ル入 りの液体であるため使用に便利であり,静

京大結研紀要 第14巻 第2号

脈の血管障碍的な変化や胃腸障碍は皆無という

好結果を得,PAS-Gの点滴静注法は PAS剤内

服困難の症例に有用であることは勿論,殊に初

回治療例に対 して,積極的に強力な結核化学療

法を施行 しようとする際の有力な補強手段の一

つとなるものと考える｡

潤筆にあたり終始御指導を頂きました前川暢

夫助教授,吉田敏郎博士,津久間俊次博士をは

じめ当研究室の各位に深謝いたします｡
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